
　

環
境
ホ
ル
モ
ン
（
外
因
性
内
分
泌
撹
乱
化
学
物
質
）
が

広
く
知
ら
れ
、
た
び
た
び
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

二
十
世
紀
末
の
こ
こ
数
年
で
あ
る
。
従
来
公
害
等
の
汚
染

物
質
は
、
質
量
又
は
体
積
の
百
万
分
率
（
ｐ
ｐ
ｍ
）
で
語

ら
れ
た
が
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
は
、
さ
ら
に
低
濃
度
の
十
億

分
率
（
ｐ
ｐ
ｂ
）
単
位
の
極
め
て
微
量
で
も
影
響
が
あ
る

と
知
り
驚
か
さ
れ
た
。

　

し
か
も
、
そ
の
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
の
発
現
に
は
、

極
め
て
長
期
間
を
要
し
、
そ
の
物
質
の
作
用
の
判
定
や
明

確
化
に
は
非
常
な
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
な
ど
に
、
重
ね

て
驚
く
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
も
多
様
な
化
学
物
質

が
新
た
に
合
成
さ
れ
る
な
ど
、
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
る

事
実
に
戦
慄
さ
え
覚
え
る
。

　

加
え
て
、
人
間
の
活

動
に
よ
り
環
境
ホ
ル
モ

ン
が
、
既
に
動
植
物
に

実
害
を
与
え
る
程
度
に

自
然
界
に
拡
散
し
、
食
物
連
鎖
に
よ
り
そ
の
上
位
の
動
物

の
体
内
で
は
何
万
倍
に
も
濃
縮
し
て
い
る
と
い
う
。

　

か
つ
て
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
『
沈
黙
の
春
』
で

の
警
告
に
は
大
い
に
不
安
を
感
じ
た
が
、
実
感
は
薄
か
っ

た
と
思
う
。し
か
し
、今
日
シ
ー
ア
・
コ
ル
ボ
ー
ン
ら
の『
奪

わ
れ
し
未
来
』
や
デ
ボ
ラ
・
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
の
『
メ
ス
化

す
る
自
然
』
を
読
む
と
き
、
嫌
で
も
現
在
の
豊
か
な
生
活

の
享
受
の
裏
面
に
あ
る
大
き
な
矛
盾
を
感
じ
る
。

　

環
境
ホ
ル
モ
ン
の
よ
う
に
、
現
在
の
直
面
し
て
い
る
地

球
環
境
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
ら
な
い
間
に
、
被
害
者

で
あ
る
と
同
時
に
加
害
者
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
が
、
そ
の
影
響
の
発
現
ま

で
に
は
長
期
間
を
要
す
る
よ
う
に
、
気
づ
い
た
と
き
は
最

悪
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
無

添
加
食
品
や
有
機
農
産
物
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
る
回
避

手
法
、
す
な
わ
ち
個
々
人
の
選
択
や
回
避
の
従
来
の
手
法

が
全
く
無
力
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

考
え
る
と
こ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
エ
ゴ
や
不
注
意
や

行
動
し
な
い
こ
と
に
内
在
し
て
、
事
態
を
よ
り
深
刻
化
し

て
い
る
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
や
単
に
理
解

と
協
力
を
求
め
る
時
期
は
、
も
は
や
過
ぎ
た
と
い
え
る
。

今
後
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
と
消
費
の
全
過
程
を
、
地
球
環

境
の
視
点
か
ら
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

貴
重
な
天
然
資
源
の
消
費
に
は
制
約
や
負
担
を
強
い
、

他
方
資
源
の
再
利
用
を
優
遇
す
る
。
ま
た
、
無
害
な
太
陽

光
や
風
力
な
ど
の
利
用
と
環
境
汚
染
の
回
避
を
誘
導
し
、

厳
し
く
強
制
す
る
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
製
造

者
や
利
用
者
を
し
て
、

製
造
の
当
初
か
ら
再
利

用
や
汚
染
と
無
縁
な
方
法
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
を
動
機

づ
け
る
シ
ス
テ
ム
を
、
社
会
経
済
の
中
に
組
み
込
む
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

規
制
強
化
は
、
適
切
な
技
術
が
な
い
と
か
、
社
会
経
済

の
沈
滞
を
招
く
と
批
判
さ
れ
が
ち
だ
。し
か
し
、『
フ
ァ
ク

タ
ー
４
―
―
豊
か
さ
を
二
倍
に
、
資
源
消
費
を
半
分
に
』

（
エ
ル
ン
ス
ト
・
�
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
、
他
）

に
は
、
既
実
行
の
も
の
や
直
ち
に
導
入
可
能
な
優
れ
た
方

法
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
優
良
な
方
法
が
あ

ろ
う
し
、
方
法
が
な
い
の
で
は
な
い
。
今
や
環
境
問
題
に

取
組
む
姿
勢
と
決
意
こ
そ
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

（
理
事
研
究
員　

道
明　

雅
美
）
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つ
つ
あ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
中
心
に
、
有
害
化
学

物
質
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
ま
さ

に
漁
業
と
農
業
と
は
大
き
な
循
環
の
環
で
つ
な
が

れ
て
お
り
、
海
洋
汚
染
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
一
体
的
に
取
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二 　
　
カ
ギ
を
握
る
食
物
連
鎖

　・

　

有
害
化
学
物
質
に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
る
前

提
と
し
て
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
が
食
物

連
鎖
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
有
害
化
学
物
質
は
広
い

海
の
中
で
は
拡
散
し
、
希
釈
さ
れ
て
さ
ほ
ど
大
き

な
影
響
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
え
な
い
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
が
、
事
実
は
異
な
る
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
オ
キ
ア
ミ
等
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
食
べ
、

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
小
魚
が
食
べ
、
小
魚
を
大

き
な
魚
が
食
べ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
人
間
が
食
べ
る

と
い
う
か
た
ち
で
連
鎖
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

連
鎖
の
度
に
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
摂
取
し
た
有

害
化
学
物
質
は
濃
縮
さ
れ
、
濃
度
が
高
ま
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
人
間
の
口
に
入
る
ま
で
の

過
程
、す
な
わ
ち
食
物
連
鎖
が
長
い
と
い
う
特
性
を

持
つ
水
産
物
で
あ
る
が
故
に
、
野
菜
な
ど
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
高
濃
度
の
有
害
化
学
物
質
を
食
す
る

可
能
性
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
一
回
の

連
鎖
で
五
〇
〇
分
の
一
に
濃
縮
さ
れ
る
と
し
て
、
五

一 　
　
深
刻
化
す
る
海
洋
汚
染

　・
　

我
が
国
漁
業
は
経
営
の
悪
化
、
漁
業
者
の
高
齢

化
・
後
継
者
不
足
等
に
加
え
、
国
際
的
資
源
管
理

の
強
化
、
海
洋
汚
染
の
進
行
等
取
り
巻
く
環
境
も

一
段
と
深
刻
の
度
を
増
し
加
え
て
い
る
。

　

海
洋
汚
染
は
原
因
別
に
、

　

ア　

有
害
化
学
物
質

　

イ　

赤
潮
・
貝
毒

　

ウ　

漁
場
油
濁

　

エ　

海
洋
廃
棄
物

に
分
類
さ
れ
る
が
、
平
成
一
一
年
度
漁
業
白
書
の

「
水
質
汚
濁
等
に
よ
る
突
発
的
漁
業
被
害
発
生
状

況
（
海
面
）
の
推
移
」
を
見
る
と
、
発
生
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
被
害
額
に
つ
い
て
は

平
成
八
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
、
一
件
当
り
の
被
害
金
額
は
著
増
し
て
い

る
。
し
か
も
有
害
物
質
の
う
ち
化
学
物
質
に
よ
る

汚
染
に
つ
い
て
は
現
在
十
分
な
解
明
は
な
さ
れ
て

は
お
ら
ず
、
そ
の
被
害
の
程
度
に
つ
い
て
も
把
握

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

今
後
、
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
海
洋
汚
染

の
保
全
を
は
か
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
有
害
化
学

物
質
に
対
す
る
懸
念
を
単
な
る
懸
念
と
し
て
放
置

し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
は
そ
の
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ

段
階
の
連
鎖
が
あ
る
と
す
れ
ば
約
三
〇
兆
倍
の
濃

縮
が
行
な
わ
れ
る
計
算
と
な
る
。
直
接
的
に
工
場

排
水
等
は
な
い
北
極
海
の
ア
ザ
ラ
シ
や
シ
ロ
ク
マ
の

被
害
が
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

三 　
　
有
害
化
学
物
質

　・
�
重
金
属

　

重
金
属
に
よ
る
汚
染
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
の

が
水
俣
病
で
あ
る
。
水
俣
病
の
場
合
は
工
場
か
ら

排
出
さ
れ
る
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
が
汚
染
源
で
あ

る
が
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
鉛
、
六
価
ク
ロ
ム
、
砒
素

等
に
よ
る
汚
染
が
開
発
途
上
国
に
と
ど
ま
ら
ず
各

国
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

�
内
分
泌
撹
乱
物
質

　

化
学
物
質
の
中
で
も
残
留
性
の
高
い
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、

Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
の
有
機
塩
素
系
化
学
物
質
の

汚
染
が
進
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
最
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
が

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
内
分
泌
撹
乱
物
質
で
あ
る
。

　

内
分
泌
撹
乱
物
質
は
「
生
体
の
恒
常
性
、
生
殖
、

発
生
あ
る
い
は
行
動
に
関
与
す
る
種
々
の
生
体
内

ホ
ル
モ
ン
の
合
成
、
貯
蔵
、
分
泌
、
体
内
輸
送
、

結
合
そ
し
て
そ
の
ホ
ル
モ
ン
作
用
そ
の
も
の
、
あ

る
い
は
そ
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
＝
一
掃
）
な
ど
の
諸
過

程
を
阻
害
す
る
性
質
を
持
つ
外
来
性
の
物
質
」と
定

義
さ
れ
て
い
る
が
、「
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
化
学

物
質
で
、生
物
体
内
に
入
っ
て
ホ
ル
モ
ン
お
よ
び
そ
れ

を
分
泌
す
る
内
分
泌
腺
に
異
常
を
起
こ
す
物
質
」

で
あ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
同
意
語
と
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
庁
の�
環
境
ホ
ル
モ
ン
戦
略
計
画
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
’　９８
 
�
で
内
分
泌
撹
乱
が
疑
わ
れ
る
化
学
物
質

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　

海海海海海海海海海海
洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋
汚汚汚汚汚汚汚汚汚汚
染染染染染染染染染染
とととととととととと
残残残残残残残残残残
留留留留留留留留留留
農農農農農農農農農農
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬

海
洋
汚
染
と
残
留
農
薬
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と
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
も
含
め
て
六
七
物
質

（
群
）
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
、
鉛
、
水
銀
等
も
同
様
の
作
用
が
あ
る
の

で
は
と
疑
わ
れ
て
い
る
。

　

六
七
物
質
（
群
）
の
約
六
割
は
農
薬
が
占
め
て

お
り
、
ま
た
有
機
ス
ズ
化
合
物
で
あ
る
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ

は
防
染
剤
と
し
て
養
殖
用
イ
ケ
ス
網
や
船
底
用
ペ

ン
キ
に
混
入
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
化
学
物
質
は
超
微
量
な
が
ら
個
体
数
の

減
少
や
生
殖
機
能
の
異
常
、
発
癌
性
や
奇
形
の
発

生
を
誘
発
す
る
こ
と
が
疑
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｄ

Ｔ
、
ト
リ
プ
チ
ル
ス
ズ
等
の
よ
う
に
内
分
泌
撹
乱

作
用
が
あ
る
と
断
定
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
大

部
分
の
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
作
用
が
超
微
量
で

起
こ
る
こ
と
や
、
次
世
代
以
降
に
発
現
す
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
そ
の
因
果
関
係
は
必
ず
し

も
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

�
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

ア 　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は

　・

　
「
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
と
「
コ
プ
ラ
ナ
ー

Ｐ
Ｃ
Ｂ
」
を
合
わ
せ
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
ベ
ン
ゼ
ン
環
の
周
り

に
塩
素
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
塩
素
の
つ

き
方
と
数
に
よ
っ
て
四
一
九
種
類
も
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
毒
性
が
特
に
強
い

と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
で
七
種
類
、ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン

一
〇
種
類
、コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ
一
二
種
類
で
あ
る
。

イ 　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
被
害

　・

　

昨
年
の
所
沢
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
事
件
は
記
憶

に
生
々
し
い
が
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
も
絶
縁
体
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
食
用
油
に
混
入
し

て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
ガ

ン
や
奇
形
、
不
妊
を
誘
発
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
塩
素
系
製
品
を
不
完
全
燃
焼

さ
せ
る
と
発
生
す
る
が
、
塩
素
系
製
品
に
は
漂
白

剤
、
フ
ロ
ン
な
ど
の
溶
剤
、
農
薬
、
ポ
リ
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
製
品
、
漂
泊
済
み
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
が
あ
り
、
発
生
源
の
多
く
は
ゴ
ミ
焼
却

場
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
灰
や
煙
と
な
っ
た
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
は
大
気
や
地
中
に
移
動
す
る
が
、
別

途
農
産
物
へ
散
布
さ
れ
た
農
薬
等
も
土
壌
か
ら
雨

水
等
に
よ
っ
て
流
出
し
、
河
川
を
通
じ
て
最
終
的

に
は
同
じ
く
海
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

母
乳
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
に
つ
い
て
の
国
際

比
較
（
た
だ
し
、
地
域
サ
ン
プ
ル
調
査
）
を
見
る

と
、
日
本
が
最
も
高
く
、
こ
れ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

続
き
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
枯
れ
葉
剤
が
大
量
に
使

用
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

　

我
が
国
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
九
割
は
食
物
か

ら
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
の
厚
生
省
の
調
査
結
果
が

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
半
分
以
上
、
五
割
か
ら
六
割

が
魚
介
類
を
つ
う
じ
て
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
我
が
国
が
世
界
で
最
も
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
魚
介

類
の
摂
取
が
多
い
こ
と
が
原
因
と
見
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
単
に
魚
食
文
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
魚
介
類
そ
の
も
の
が
大
量
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
先
に
み
た
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て
高
濃
度

に
凝
縮
さ
れ
た
も
の
が
最
終
的
に
は
人
間
の
口
に

入
る
わ
け
で
あ
る
。

　

魚
種
別
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
度
を
み
る
と
、

ガ
ザ
、
シ
ャ
コ
、
タ
チ
ウ
オ
、
ス
ズ
キ
等
の
数
値

が
高
く
、
外
洋
も
の
に
比
べ
て
沿
海
も
の
が
当
然

の
こ
と
な
が
ら
高
く
な
っ
て
い
る
。
厚
生
省
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
一
日
当
り
摂
取
許
容
量
は
体
重
五

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
人
で
五
百
ピ
コ
グ
ラ
ム
と
発

表
し
て
い
る
が
、
サ
バ
か
ら
百
グ
ラ
ム
当
り
二
一

六
ピ
コ
グ
ラ
ム
検
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
も
あ
り
危
険

水
準
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

エ 　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
農
薬

　・

　

横
浜
国
立
大
学
の
益
永
教
授
に
よ
る
我
が
国
の

魚
介
類
に
蓄
積
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
ど
こ
に

由
来
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
い
っ
て
も
数
百
種
類
も
あ

り
、
そ
の
発
生
源
に
よ
っ
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
種

類
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
東
京
湾
と
霞
ケ

浦
を
対
象
に
海
泥
を
分
析
し
、
そ
の
由
来
を
調
査

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
東
京
湾
で
、
四
〇
％
は
大
気
か

ら
、
三
〇
％
は
農
薬
か
ら
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
農

薬
は
一
九
六
〇
年
代
は
Ｐ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
除
草
剤
か

ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
多
く
を
占
め
、
七
〇
年
代

に
は
Ｃ
Ｎ
Ｐ
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
八
〇
年
以
降

も
引
き
続
き
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
。
既
に
Ｐ
Ｃ
Ｐ
は

二
〇
年
以
上
前
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
も
九
六
年
九
月
に
登

録
が
失
効
し
て
は
い
る
も
の
の
、
土
壌
に
残
留
し

た
農
薬
が
現
在
で
も
雨
等
に
よ
っ
て
ゆ
っ
く
り
海

へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。（
蔦
谷
栄
一
）
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一 　
　
水
産
加
工
業
の
概
況

　・
　

水
産
加
工
業
は
漁
獲
水
産
物
の
重
要
な
販
売
先

（
需
要
先
）
で
あ
り
、
国
内
漁
獲
水
産
物
の
三
分
の

二
は
水
産
加
工
業
を
経
て
消
費
者
に
届
け
ら
れ
て

い
る
。
日
本
は
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

魚
の
種
類
が
豊
富
で
あ
り
、
水
産
加
工
品
も
練
製

品
、
塩
蔵
品
、
乾
製
品
、
く
ん
製
品
、
塩
辛
、
缶

詰
、
節
製
品
、
調
味
加
工
品
、
海
藻
加
工
品
等
、

非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
飼
肥
料
、
魚
油
な

ど
も
魚
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　

水
産
加
工
会
社
は
、
練
製
品
、
海
苔
、
缶
詰
な

ど
で
は
一
部
に
大
手
企
業
も
存
在
す
る
が
、
ほ
と

ん
ど
は
家
内
工
業
的
な
零
細
企
業
で
あ
り
、
加
工

工
程
の
多
く
は
機
械
化
が
困
難
で
労
働
集
約
的
で

あ
る
。
水
産
加
工
業
（
水
産
食
料
品
製
造
業
）
の

出
荷
額
は
四
兆
五
八
七
億
円
（
九
七
年
、
工
業
統

計
表
）
で
非
常
に
大
き
く
（
国
内
漁
業
の
生
産
額

は
二
兆
二
、
二
二
六
億
円
）、
食
料
品
製
造
業
全
体

の
一
七
％
を
占
め
て
い
る
。
主
な
品
目
は
、
冷
凍

水
産
食
品
六
、九
四
一
億
円
、塩
干
・
煮
干
等
六
、〇

四
五
億
円
、
冷
凍
水
産
物
五
、
三
九
六
億
円
、
練

製
品
四
、
九
六
九
億
円
、
海
藻
加
工
品
三
、
四
一

八
億
円
で
あ
る
。

二 　
　
需
給
動
向

　・
　

九
八
年
の
水
産
加
工
品
の
生
産
量
（
冷
凍
水
産

物
を
除
く
食
用
）
は
二
五
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
こ

の
ほ
か
水
産
加
工
品
と
し
て
、
冷
凍
水
産
物
三
〇

五
万
ト
ン
、
飼
肥
料
六
八
万
ト
ン
、
魚
油
六
万
ト

ン
が
あ
る
。

　

食
用
の
水
産
加
工
品
の
生
産
動
向
を
み
る
と
、

冷
凍
水
産
食
品
の
増
大
等
に
よ
り
九
〇
年
ま
で
は

生
産
量
は
や
や
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
九
一
年

以
降
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
水
産
加
工
品
は
日

本
の
伝
統
食
品
で
あ
り
安
定
し
た
需
要
は
あ
る
が
、

既
に
成
熟
商
品
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
大
き
な
成

長
は
見
込
め
な
い
。

　

主
な
水
産
加
工
品
の
動
向
を
み
る
と
、
練
製
品

は
、
一
時
期
カ
ニ
か
ま
ぼ
こ
が
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の

の
、
畜
産
物
と
の
競
合
で
魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
九
八
年
の
生
産
量

は
七
五
万
ト
ン
で
、
七
五
年
に
比
べ
て
三
五
％
減

少
し
て
い
る
。
缶
詰
は
か
つ
て
は
重
要
な
輸
出
品

目
で
あ
り
、
八
〇
年
当
時
は
生
産
量
の
七
割
近
く

は
輸
出
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
円
高
に
よ
り
輸

出
は
減
少
を
続
け
、
九
八
年
で
は
生
産
量
に
占
め

る
輸
出
の
割
合
は
わ
ず
か
四
％
と
な
り
、
ほ
と
ん

ど
は
国
内
販
売
向
け
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
輸
入
が
増
大
し
て
い
る
。
九
八
年
の
生
産
量
は

一
五
四
千
ト
ン
で
、
一
〇
年
前
の
三
分
の
二
、
二

〇
年
前
の
四
割
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
水

産
加
工
品
で
生
産
量
が
伸
び
て
い
る
の
は
冷
凍
水

産
食
品
だ
け
で
あ
り
、
節
類
、
煮
干
し
、
塩
干
、

塩
蔵
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
需
要
が
あ

る
も
の
の
生
産
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

九
七
年
の
水
産
物
全
体
の
輸
出
額
は
一
、
六
九

八
億
円
（
う
ち
真
珠
が
五
七
三
億
円
）
で
あ
り
、

輸
入
額
の
一
割
に
満
た
な
い
。
主
な
水
産
加
工
品

の
輸
出
額
は
、
練
製
品
八
八
億
円
、
缶
詰
三
九
億

円
、
塩
・
干
・
く
ん
製
二
三
億
円
で
、
そ
の
ほ
か

ほ
た
て
貝
、
貝
柱
、
海
苔
等
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
水
産
物
輸
入
は
円
高
等
を
背
景
に
大
幅

に
増
大
し
て
お
り
、
水
産
加
工
品
の
輸
入
量
も
、

魚
粉
、
節
類
、
加
工
鰻
（
調
製
品
）
を
中
心
に
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
九
六
年
か
ら
は
減
少
に
転

じ
て
い
る
。

三 　
　
原
料
調
達

　・
　

日
本
の
漁
業
は
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
規
制
以
降
の

遠
洋
漁
業
の
縮
小
、
イ
ワ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
資

調
査
・
研
究
紹
介

　
　

水　
産　
加　
工　
業　
の　
現　
状

―
高
ま
る
原
魚
の
輸
入
依
存
度
―
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源
枯
渇
、
円
高
の
進
行
等
に
よ
り
国
内
漁
業
生
産

が
縮
小
し
、
そ
の
一
方
で
輸
入
が
増
大
し
た
。
水

産
加
工
業
の
原
料
に
つ
い
て
も
輸
入
に
依
存
す
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
練
製
品
の

原
料
で
あ
る
ス
リ
ミ
（
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
）
は
、
か

つ
て
は
北
洋
漁
業
に
多
く
依
存
し
て
い
た
が
、
米

国
、
ロ
シ
ア
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
規
制
に
よ
り
北
洋

漁
業
が
縮
小
し
、
現
在
で
は
米
国
か
ら
の
輸
入
に

大
部
分
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
国
産
を
使
っ
て
い
た
ア
ジ
、

サ
バ
、
サ
ン
マ
な
ど
も
輸
入
も
の
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
近
年
で
は
、
水
産
加
工
の
一
次
加
工

を
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
で
行
う
動
き
も
現
わ
れ
て

い
る
。

四 　
　
小
名
浜
の
事
例

　・
　

水
産
加
工
業
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が

起
き
て
い
る
の
か
、
小
名
浜
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

Ａ
社
は
、
切
り
身
、
み
り
ん
干
し
等
を
製
造
し
、

全
国
展
開
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
に
納
品
し
て
い
る

水
産
加
工
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
原
魚
の
海
外

依
存
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
調
達
し
た
輸
入

原
魚
を
他
の
加
工
会
社
に
売
る
と
い
う
業
務
も
行

っ
て
い
る
。
原
魚
調
達
を
具
体
的
に
み
る
と
、
ホ

ッ
ケ
は
米
国
産
、
サ
バ
、
ア
ジ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産

を
使
用
し
て
い
る
。
サ
バ
に
つ
い
て
は
、
三
年
前

か
ら
中
国
で
一
次
加
工
し
た
も
の
を
日
本
に
持
っ

て
き
て
最
終
製
品
に
し
て
お
り
、
ア
ジ
は
三
年
前

か
ら
輸
入
物
に
切
り
替
え
て
い
る
。ア
カ
ウ
オ（
深

海
魚
で
粕
漬
け
に
す
る
）
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ナ

ミ
ビ
ア
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
丸
干
し
用
の
イ
ワ

シ
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
同
社
に
よ

る
と
、
こ
う
し
た
動
き
は
国
内
漁
獲
量
の
減
少
に

伴
な
っ
て
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
同

社
に
は
、
海
外
の
漁
獲
情
報
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

輸
入
業
者
か
ら
届
い
て
お
り
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
。

　

一
方
、
Ｂ
社
は
老
舗
の
水
産
加
工
会
社
で
あ
り
、

同
社
の
直
売
店
を
中
心
に
伝
統
的
な
水
産
加
工
品

を
販
売
し
て
い
る
。
Ｂ
社
は
輸
入
原
魚
に
関
し
て

は
、国
産
で
は
確
保
で
き
な
い
も
の（
キ
ン
グ
サ
ー

モ
ン
、
ギ
ン
ダ
ラ
、
ギ
ン
ム
ツ
等
）
を
限
定
的
に

使
う
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
サ

ン
マ
等
は
小
名
浜
で
あ
が
っ
た
も
の
を
使
用
し
て

い
る
。
国
産
も
の
が
多
少
高
く
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
的
な
原
料
調
達
方
針
を
変
え
よ
う
と
は
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
輸
入
物
も
含
め
主
に
卸
売
市

場
を
通
じ
て
調
達
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
原
料
調
達
方
針
は
対
照

的
で
あ
り
、
両
極
端
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
全
国

の
多
く
の
水
産
加
工
会
社
は
、
こ
の
中
間
的
な
と

こ
ろ
に
あ
り
、
今
後
の
日
本
の
漁
業
の
行
方
に
よ

っ
て
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、近
年
の
特
徴
と
し
て
は
、単
に
海
外
か

ら
原
魚
を
輸
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

一
次
加
工
を
タ
イ
や
中
国
で
行
う
と
い
う
分
業
体

制
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
既
に
家
電
や
自
動
車
で
は
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
水
産
加
工
の

分
野
ま
で
進
展
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
水
産
加
工
業
は
国
内
漁
業
と
一
体
と

な
っ
て
発
達
し
て
き
た
が
、
国
際
化
の
な
か
で
こ

う
し
た
構
造
が
変
貌
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
そ
の
変
化
は
統
計
に
表
れ
て
い
る
以
上
に

急
速
に
進
行
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
清
水
徹
朗
）



　

我
が
国
の
水
産
業
は
、
畜
産
物
と
並
ん
で
重
要

な
動
物
タ
ン
パ
ク
食
料
を
国
民
に
供
給
（
総
供
給

量
の
二
割
）
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
米
、
魚
、
野

菜
、
大
豆
、
海
藻
を
基
本
と
す
る
日
本
型
食
生
活

に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
周
辺
水
域
に
お
け
る
水
産
資
源
の
悪

化
等
に
よ
り
、
総
漁
獲
量
は
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九

八
四
年
に
は
一
二
八
二
万
ｔ
に
達
し
た

が
、
九
八
年
に
は
六
六
八
万
ｔ
の
水
準

に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
減
少
分

（
食
用
、
非
食
用
と
も
）
は
輸
入
に
頼

っ
て
お
り
、
九
八
年
の
食
用
魚
介
類
の

自
給
率
は
五
七
％
と
過
去
最
低
を
記
録

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
水
産
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、

そ
の
将
来
の
在
り
方
を
探
ろ
う
と
八
二
年
四
月
に

設
立
さ
れ
た
の
が
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
「　

世
２１

紀
の
水
産
を
考
え
る
会
」
で
あ
る
。
同
会
で
は
、

設
立
以
降
ほ
ぼ
二
年
毎
に
テ
ー
マ
を
定
め
精
力
的

に
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、
本
書
は
こ
れ
ま
で

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
「
世
界
の
食
料
問
題
と

日
本
漁
業
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
い
る
。

　

第
一
章
「
食
料
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
は
、

現
在
の
世
界
人
口
約
六
〇
億
人
が
途
上
国
の
人
口

急
増
に
よ
り
二
〇
二
五
年
に
は
九
八
億
人
に
な
る

と
す
る
国
連
の
推
計
を
も
と
に
、
魚
類
を
含
め
た

動
物
タ
ン
パ
ク
質
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
る

こ
と
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
魚
を
含
め
た

食
料
輸
入
に
頼
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

　

第
二
章
「
各
界
有
識
者
が
訴
え
る
」
で
は
、「
周

辺
海
域
の
水
産
資
源
状
況
」「
二
〇
〇
カ
イ
リ
体

制
下
の
資
源
管
理
の
在
り
方
と
実
態
」「
水
産
物

貿
易
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
」「
水
産
物
産
直
と
地
場
流

通
」「
漁
業
振
興
と
地
域
社
会
」「
輸
入
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
今
日
の
伝
統
食
」「
水
産
先
進
国
と

し
て
の
国
際
貢
献
」
等
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
水
産
物
の
生
産
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
議

論
は
、
海
の
炭
素
固
定
量
か
ら
推
計
す
る
も
の
を

は
じ
め
、
諸
説
が
あ
る
ら
し
い
が
興
味
深
い
。
し

か
し
、
資
源
管
理
の
柱
で
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可

能
量
）、
Ｉ
Ｔ
Ｑ
（
漁
獲
割
当
制
）
の
前
提
と
な
る

だ
け
に
、
正
確
な
把
握
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、

学
校
給
食
で
米
飯
給
食
の
回
数
が
多
い
と
こ
ろ
ほ

ど
魚
料
理
の
回
数
が
多
く
、
か
つ
メ
ニ
ュ
ー
が
豊

富
で
喜
ば
れ
て
い
る
と
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、

米
（
農
業
）
を
守
る
こ
と
が
魚
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
米
と
魚
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
と
の

指
摘
は
説
得
力
が
強
い
。

　

第
三
章
「
イ
タ
リ
ア
視
察
旅
行
記
」
は
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
本
部
へ
の
訪
問
記
で
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
戦
略
的

ゴ
ー
ル
が
、「
食
料
の
安
全
保
障
」「
資
源
の
持
続

的
開
発
」「
環
境
保
全
」
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
実
現
に
向
け
て
漁
業
先
進
国
で
あ
る
日
本
へ
の

期
待
の
強
さ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
ま
と
め
と
提
言
」
で
は
、
将
来
の
食

料
不
足
を
踏
ま
え
て
、
日
本
近
海
の
生
産
性
な
ら

び
に
水
産
技
術
の
高
さ
を
生
か
し
、
日
本
漁
業
の

発
展
と
水
産
食
料
の
自
給
率
向
上
を
基
本
理
念
に

置
く
「『
食
糧
基
本
法
』
を
作
成
し
、
世
界
の
食
料

問
題
へ
の
貢
献
を
国
策
と
し
て
内
外
に
明
示
す

る
」
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
視
点
は
、
本
書
の
随
所
に
み
ら
れ
、

全
体
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

昨
年
七
月
、
新
農
業
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
食
料
自
給
率
を

向
上
さ
せ
、
総
合
的
な
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す

る
と
い
っ
た
視
点
が
弱
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
現

在
、
水
産
基
本
政
策
の
理
念
と
基
本
的
施
策
の
方

向
性
を
定
め
る
「
水
産
基
本
法
」
に
向
け
て
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
モ
チ
ー
フ
が

十
全
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。
本

書
は
、
水
産
・
漁
業
問
題
へ
の
理
解
の
手
助
け
と

な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
業
・
水
産
業

が
一
体
と
な
っ
た
世
界
な
ら
び
に
日
本
の
食
料
問

題
を
考
え
る
た
め
の
好
著
と
い
え
よ
う
。

（
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
二
三
〇
頁
、
二
、二
〇
〇
円
）

（
木
原　

久
）
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『
魚
は
人
類
を
救
え
る
か

　
　
　
　
―
食
料
問
題
へ
の
挑
戦
―
』

　

世
紀
の
水
産
を
考
え
る
会
編
（
成
山
堂
書
店
）
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食
品
製
造
業
の
海
外
直
接
投
資
の
動
向

　

日
本
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り
貿
易
自
由
化
と

と
も
に
資
本
の
自
由
化
を
進
め
た
。
一
九
六
〇

年
に「
貿
易
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」を
策
定
し
、

六
〇
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に
資
本
自
由
化
を

行
っ
た
。
対
内
直
接
投
資
（
外
国
資
本
に
よ
る

株
式
取
得
、子
会
社
設
立
）
に
つ
い
て
は
、六
七

年
の
第
一
次
自
由
化
か
ら
七
三
年
の
第
五
次
自

由
化
ま
で
四
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
一
方
、

対
外
投
資
の
自
由
化
も
六
九
年
の
第
一
次
自
由

化
か
ら
七
八
年
の
第
五
次
自
由
化
ま
で
五
段
階

に
分
け
て
行
わ
れ
、
八
〇
年
に
は
外
為
法
を
改

正
し
て
対
外
直
接
投
資
は
原
則
自
由
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
資
本
自
由
化
に
伴
な
っ
て
、
日
本

市
場
に
参
入
す
る
外
国
資
本
が
増
大
し
、
ま
た

日
本
の
食
品
製
造
業
の
海
外
直
接
投
資
も
徐
々

に
増
加
し
て
い
っ
た
。
特
に
、
一
九
八
五
年
の

プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
円
高
に
伴
っ
て
、
食
品
製

造
業
の
海
外
直
接
投
資
は
、
件
数
、
金
額
と
も

八
〇
年
代
後
半
に
急
増
し
た
。
し
か
し
、
九
〇

年
代
に
入
る
と
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
よ
り
海

外
直
接
投
資
ブ
ー
ム
は
去
り
、
九
七
年
の
海
外

直
接
投
資
は
五
二
件
、
五
八
〇
百
万
ド
ル
で
、

件
数
は
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
八
八
年
に
比
べ
る
と

三
分
の
一
に
減
少
し
、
金
額
も
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
半
減
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ー
ム
は
去
っ

た
も
の
の
、
食
品
製
造
業
の
海
外
進
出
は
着
実

に
進
展
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
海
外
直
接
投
資
の
結
果
、
食
品
製

造
業
の
海
外
生
産
比
率
（
海
外
現
地
法
人
を
有
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す
る
企
業
の
集
計
、
通
産
省
調
べ
）
は
一
九
八

〇
年
で
は
〇
・
七
％
、
九
〇
年
で
も
一
・
二
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
九
八
年
で
は
三
・
〇
％

に
達
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
電
気
機
械

（
同
二
四
・
一
％
）、
輸
送
機
械
（
同
三
一
・
六

％
）
な
ど
の
他
産
業
に
比
べ
れ
ば
非
常
に
低
い

水
準
で
あ
る
（
製
造
業
の
平
均
は
一
三
・
八
％
）。

　

九
八
年
に
お
け
る
食
品
製
造
業
の
海
外
子
会

社
の
売
上
高
は
一
兆
二
、
八
六
三
億
円
で
あ
り
、

九
〇
年
の
二
・
六
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
米
国
が
三
五
％
、
ア
ジ
ア
が
四
一
％
を
占
め

て
お
り
、
近
年
ア
ジ
ア（
特
に
中
国
）の
割
合
が

増
加
し
て
い
る
。
な
お
、
海
外
で
生
産
さ
れ
た

製
品
の
う
ち
現
地
向
け
に
販
売
さ
れ
る
割
合
が

米
国
で
七
五
％
、
ア
ジ
ア
で
六
五
％
を
占
め
て

お
り
、
日
本
向
け
は
両
者
と
も
約
二
割
で
あ
る
。

（
清
水
）

統計 の眼 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������

����������������������������������������


